
日本語話者をつなぐ実践

アルン・シャム

　　　　　　　        英語外国語大学、インド

                         アンナ・チャスカ

                                    日本美術技術博物館 、ポーランド

2020/10/10 海外日本語教育学会｜ 2020年度第2回研究例
会

1



今日の流れ
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オンラインチャットスペース

期間　：2020年4月7日〜
頻度　：ほぼ毎週
定員　：先着95名
会場　：ZOOM
参加費：無料
日時　：週によって違う

参加できるのは？

❏ 日本語学習者（日本語能力より好奇心が大事）
❏ 日本語教師
❏ 日本語母語話者
❏ 仕事で日本語を使う人
❏ 日本語が好きな人

目的

● 対等な立場でコミュニケーションができる場
● 異文化理解と多文化共生につながる場

1.「世界と私」とは
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1. Online Chat Space 

2. 日本語わせだの森ー地域の日本語教室

3. Nihongo Café@ZOOM

4. ZOOMでハナキン
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2.　位置付け
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Online Chat Space 

運営：国際交流基金ニューデリー日本文化センター専門家

対象：JLPTN4以上南アジアの学習者・教師＆日本語学習者と話したい日本語話者

目的：オンラインで楽しく日本語で話す

頻度：月に２回程度

HP　: FBで公募 (https://www.facebook.com/JFSouthIndia/posts/2928806163833797)

日本語わせだの森ー地域の日本語教室

運営：早稲田大学大学院日本語教育研究科の大学院生のプロジェクト

対象：国籍・年齢・日本語能力は問わず参加可能　  （対面式→オンライン化）

目的：日本で生活者としての参加者全員が一緒になって、ごとばを通した相互理解

頻度：春学期・夏休み・秋学期

HP　:http://gsjal.jp/ikegami/mori.html
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Nihongo Café@ZOOMーKurosaki Seminar 

運営：商学部黒﨑ゼミナール

対象：明治大学の留学生を中心に（対面式 →オンライン化）

目的：日本語をもっと使いたい留学生のために日本語で交流する活動

頻度：月に２回程度

HP　: FBページ（https://www.facebook.com//にほんごカフェーKurosaki-Seminar-127390717960249）

            ZOOMでハナキン

運営：村上 吉文（国際交流基金ニューデリー日本文化センター、インド）

対象：現役日本語教師、日本語教師志望者育児や介護で休職中の日本語教育関係者

目的：人々が集まって意見交換

頻度：毎週金曜日

HP　: https://sites.google.com/view/zoomdehanakin
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理念

❏ 参加者

母語話者ー非母語話者を「日本語話者」として考える

アイデンティティーが活かせる場

❏ 言語　：言語には地域差があり、日本語話者はお互いに理解し合う努力をする

❏ 実世界を模様

運営

❏ 参加者の多様化を目指し、日時はほぼ毎週変更

❏ 国籍・年齢・日本語能力を問わず参加可能

❏ 小グループのメンバーには様々な日本語能力の日本語話者がいる
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1回目　

知り合いの日本人や
日本語が話せる外国
人を誘い、それぞれの
国での状況や生活に
ついて話し合う授業を
実施

2回目　

学生に依頼されて知り
合いに声をかけ、ニュー
ノーマルのなかの家で
の役割分担について話
し合う

3回目～

EFLUの学生向け授業
→定期的に開くオンラ
インチャットスペース

3.　沿革
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10回目～

招待制→般公募

16回目～

ワークシート→「話の

メニュー」　

第4回ワークシート

https://docs.google.com/document/d/11mb-ww7t08ab_ImMY5OY-WKZwP1HCTIDhHKXLDH6RcU/edit


2020/10/10 海外日本語教育学会｜ 2020年度第2回研究例
会

10

17回目～

毎回違うゲストを招待
例えば:
外国人の着付けの先生と着物スタイリスト
日本でスタンダップコメディを目指している外国人
ボランティアをしながら日本でラフターヨガを教えている先生

❏ 外国人&母語話者
❏ インスピレーション、日本語学習の動機付け

ゲスト：
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FB、インスタや
HPを見る

ZOOMのURLや参
加者名簿をメールで

もらう
申し込みをする

催促のメールを
もらう

チャットに参加
する

フォローアップメー
ル/FB/インスタ

前日

当日

2日前までに

4.　仕組み



126日前

テーマ
を決定

メール送信

募集

ゲスト
を招待

資料作成①

広報（SNS,　メーリングリスト、個人）

資料作成②

5日前 4日前 3日前 2日前 前日 当日

チ
ャ
ッ
ト
実
施

● 申し込みフォーム
● ポスター
● パワポ
● ワークシート

● 参加者名簿
● パワポ（参加者の

人数、ゲストのスラ
イドの追加）

催
促

報
告
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フリートーク

30分

次回のお知らせ
記念写真

5分

ゲストの自己紹介

5分～10分

あいさつ
オリエンテーション

5分

ブレークアウト・ルームでチャット

45分

解
散

開
始

開始から解散まで約90分
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5.　データからみた「世界と私」



2020/10/10 海外日本語教育学会｜ 2020年度第2回研究例
会

15



2020/10/10 海外日本語教育学会｜ 2020年度第2回研究例
会

16



2020/10/10 海外日本語教育学会｜ 2020年度第2回研究例
会

17



2020/10/10 海外日本語教育学会｜ 2020年度第2回研究例
会

1. アクセシビリティーを高める

2. テーマ選定とプロジェクトの目的との一貫性

3. 参加者ニーズ・体験を測る：意識調査

→ 異文化コミュニケーションの達成度：意識調査

→ オンライン上の多文化共生の達成度（ネチケット・プライバシー等）

4. 参加者の多様化

→「その他」の参加者

→ 特別企画：欧米等他のチャット・スペース、教育機関との共催
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6.　今後の課題・将来の展望
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https://sites.google.com/view/sekaitowatashi/

www.facebook.com/sekaitowatashi

www.instagram.com/sekaitowatashi

https://sites.google.com/view/sekaitowatashi/
http://www.facebook.com/sekaitowatashi
http://www.instagram.com/sekaitowatashi
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オンラインチャットスペース

期間　：2020年4月7日〜
頻度　：ほぼ毎週
会場　：ZOOM
参加費：無料
日時　：週によって違う

参加できるのは？

❏ 日本語学習者（日本語能力より好奇心が大事）
❏ 日本語教師
❏ 日本語母語話者
❏ 仕事で日本語を使う人
❏ 日本語が好きな人

目的

● 対等な立場でコミュニケーションができる場
● 異文化理解と多文化共生につながる場
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7.　次回のお知らせ


